


英語英米文学科Ｅ方式　総合英語について

　平成 23 年度の入学試験より、「英語英米文学科Ｅ方式」は大幅にリニューアルされます。
　「総合英語」の試験時間が（９０分・２００点）から（６０分・１５０点）へと短縮され、試験内容
も変わります。
　これまでは英語以外の科目や一般常識を英語で問う問題も含まれていましたが、これもリニューア
ルにより、英語による情報解釈力や推論力など、高校英語の基礎学力を身に付けていれば解答でき
る「英語で思考できる力」を問う問題に絞られます。言い換えますと、単語やイディオム、文法の
知識を問うだけではなく、英文を読んで文脈を読み取る問題なども出題されます。
　このように試験内容は変わりますが、総合英語の成績に、Ａ方式と同じ「英語」（６０分・１００点）
と大学入試センター試験「英語」のリスニング（５０点）を加点して、合否を判定する従来からのシ
ステムは変わりません。

※平成 23 年度入学試験から「総合英語」の出題方針が変更となります。
　詳しくは「2011 入試情報・イベント情報」22ページをご参照ください。
　平成 22 年度入試問題の中から参考として、ⅦおよびⅧのみを掲載いたします。






